
 

10 月 1 日に、安倍総理が消費税増税を正式に表明されました。日本でお金を

使う全ての皆様にご負担をお願いするわけであり、大きな決断です。そもそも社

会保障費が切迫する中で、その財源を赤字国債で賄うことは限界でした。一方で

所得税や社会保険料で賄うことは、現役世代だけで社会保障を支えることになり

ます。消費税に財源を求めることは、子供も高齢者も負担する財源で、つまりは

今を生きる世代で広く負担することになります。 

 しかしながら今回の安倍総理の会見を見ていて、気になるところが二つありま

した。 

 一つ目は増税した財源の使い道です。「社会保障のため」と約束したはずなの

に、今回同時に黒字企業しか支払っていない法人税の減税が行なわれます。当然

その分税収が減るわけで、この補てんに使われることになっては、何のための消

費増税だったのか。黒字企業への減税に使われるのでは重大な約束違反です。 

 二つ目は、無駄遣いの削減をする努力をしているのかという疑問です。経済

再生で財政再建を目指すと言うアベノミクスは威勢のいい政策でありますが、一

方で自民党政権下では無駄遣いの削減の話が聞こえてきません。国会議員の定数

削減も、昨年秋の解散直前の党首討論で安倍総裁（当時）が約束しましたが、こ

れも果たされていません。無駄遣いの削減は終わりのない取り組みですが、これ

をやらずに負担を求めることは許されないと考えています。 

 

消費税増税に思うこと 
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2014年度 消費税増税増収分の使い道 

約 5.1兆円 

 
3兆円弱 

 
基礎年金 
財源不足分 

 
1.5兆円弱 

 
医療・介護 
自然増分 

 
0.2 兆円 
医療報
酬など
の支出 

 

 

 

 約 4.6 兆円・・社会保障のために国が借金を重ねてきた財政赤字の穴埋め 

                    毎年この金額分、未来の子供への借金を減らします。 

 

                                                                                                                             

 

 

                                          2013年 10月1日付朝日新聞朝刊記事を基に岡本みつのり事務所で作成。 

0.5兆円 
低所得者
の国民健
康保険料
の軽減等 

約 0.5兆円・・国保料の軽減の他、子育て支援や     
非正規労働者の厚生年金加入の支援に支出されま
す。これまで無年金だった方への年金支給や      

低年金の 皆さんへ年金増額などにも使われます。 

増収分が法人税減税の財源になる
のでは、自民党・民主党・公明党   

との三党合意違反です。                 
自民党の選挙公約にも反します。 


